
中２数学Ｂ ２０１９年１学期 宿題解答 

§１１ ２点間の距離 

Ｈ１１.１
(1) A (1, 3)から B (4, 7)までの移動は、
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なので、ピタゴラスの定理より、
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また、ABの傾きは、
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(2) A ( 3,1)から B (1, 5)までの移動は、
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なので、
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また、ABの傾きは、
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(3) A ( , )a c から B ( , )b d までの移動は、

AB
b a

d c

 
  

 



なので、
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また、a b より 0b a  に注意して、

ABの傾きは、
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Ｈ１１.２
Dを原点とし、直線 DCに沿って x軸を、それに垂直に y軸を設定する。
A, Cの座標をそれぞれ、

A( , ), ( ,0)a b C c
とおく。

辺 ABは辺 OCと平行で長さが等しい、つまり Aから Bへの

移動は Oから Cへの移動
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と一致するから、Bの座標は

( , 0) ( , )a c b a c b   
となる。

このとき、4辺の長さの 2乗の和は、
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となる。一方、対角線の長さの 2乗の和は、
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となる。したがって、
2 2 2 2 2 2AB BC CD DA AC BD    

が成り立つことが示された。
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Ｈ１１.３

まず、BCを底辺と見たときの高さを求め
よう。

BH , HC , AHx y z   とする。

BC 10 2 だから、

10 2x y   ··································· ①
△ABHにピタゴラスの定理を用いて、

22 29x z   ····································· ②
△ACHにピタゴラスの定理を用いて、
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② ③より、
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①を代入して、
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2 2x y     ······························ ④

① ④より、

2 8 2, 4 2x x  
① ④より、

2 12 2, 6 2y y  

4 2x  を②に代入して、
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0z  より、
AH 7z 

(1) △ABCの面積 Sは
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(2) 内心を Iとし、求める内接円の半径を
rとおくと、
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なので、
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